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　臨 時 会•第 1回 •　臨 時 会
　第１回臨時会を令和４年２月４日に開催しました。
　補正予算１件　工事変更請負契約３件を審議し、可決しました。

令和３年度　一般会計補正予算（第６号）

歳入歳出それぞれ 1億2,538万円増額 67億3,216万円予算総額

令和２年度林道施設災害復旧事業（地すべり災害）
倉羅川井峠線１号箇所工事変更請負契約の締結

議案第２号

令和２年度神山中学校建設工事変更請負契約の締結
議案第３号

令和３年度神山温泉宿泊施設改修工事変更請負契約の締結
議案第４号

債務負担行為補正（第２条）
給食調理・配送業務委託料
令和３年度から令和６年度まで 5,808万円

民生費•福祉灯油購入費助成費 220万円

　　　•子育て世帯への臨時特別給付金 110万円

　　　•子育て世帯等臨時特別給付金 1億1,730万円

議案第１号
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神山町議会�   3月 定 例 会
　3 月定例会は、令和 4 年 3 月 9 日から 18 日までの 10 日間の会期で開催した。
　令和 3 年度一般会計補正予算（第 7 号）特別会計補正予算（第 3 号）、令和 4 年度一般会計・
特別会計当初予算の他、条例一部改正・廃止、町道路線の認定などを含む 20 件及び議員発
議案 2 件を審議し、可決した。
　
⃝令和 4 年度神山町一般会計予算
⃝令和 4 年度神山町国民健康保険特別会計予算
⃝令和 4 年度神山町簡易水道事業特別会計予算
⃝令和 4 年度神山町介護保険特別会計予算
⃝令和 4 年度神山町後期高齢者医療特別会計予算
⃝令和 3 年度神山町一般会計補正予算（第 7 号）
⃝令和 3 年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）
⃝令和 3 年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号）
⃝令和 3 年度神山町介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
⃝令和 3 年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）
⃝神山町国民健康保険税条例の一部改正
⃝神山町民体育館の設置及び管理に関する条例の廃止
⃝神山町立学校設置条例の一部改正
⃝神山町建設工事分担金賦課徴収条例の一部改正
⃝神山町民総合運動場の設置及び管理に関する条例の一部改正
⃝神山町立公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部改正
⃝職員の育児休業等に関する条例の一部改正
⃝神山町特別職の職員で非常勤のものの報酬、旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
⃝町道路線の認定
⃝名西郡青少年育成センター協議会の廃止
⃝ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（議員発議案）
⃝国立病院の機能強化を求める意見書（議員発議案）
　
■要望及び陳情
　１件の要望及び陳情を採択し、意見書を提出した。
　　⃝国立病院の機能強化を求める意見書

　意見書提出先
　　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣 財務大臣 厚生労働大臣　他

2022年

  16日

一般質問
　森本  孝夫 議員、白土  義信 議員、新居  榮二 議員
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■
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て

　
去
る
2
月
24
日
、
突
然
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

り
、
今
な
お
激
し
い
戦
闘
が
つ
づ
い

て
お
り
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
る
大
惨

事
と
な
っ
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所

の
施
設
を
攻
撃
す
る
と
い
っ
た
暴
挙

が
今
も
な
お
進
行
し
て
い
る
。
犠
牲

に
な
ら
れ
た
多
く
の
皆
様
に
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
即
時
停
戦

を
強
く
求
め
る
。
徳
島
県
町
村
会
、

町
村
議
会
議
長
会
と
歩
調
を
あ
わ
せ

抗
議
声
明
が
な
さ
れ
た
。
い
ち
早
い

平
和
的
解
決
を
望
む
。

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て

　
令
和
2
年
か
ら
引
き
続
き
猛
威
を

ふ
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
。
今
年
に
入
り
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
が
第
6
波
と
し
て
流
行
し
感
染

拡
大
が
続
い
て
い
る
。
日
本
で
の
感

染
者
数
は
2
月
末
で
5
0
0
万
人
を

越
え
、
死
者
も
2
万
3
千
人
を
超
え

て
い
る
。
徳
島
県
で
は
感
染
者
数
は

一
万
人
を
超
え
、
死
者
も
74
人
と

な
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
収
束
の
目

途
も
み
え
な
い
。
高
齢
者
へ
の
3
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
は
じ
ま
り
進

行
中
、
5
歳
以
上
の
小
児
接
種
も
広

域
で
3
月
12
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
。
皆
様
方
に
は
引
き
続
き
気
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
、
う
が
い
の
徹
底
、
人
と
の

距
離
の
確
保
な
ど
対
策
を
お
願
い
し

た
い
。

■
そ
の
他
の
事
項

　
昨
年
7
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
大

規
模
な
土
石
流
災
害
の
発
生
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
、
10
月
に
は
岸
田
内
閣
の
発
足
、

衆
議
院
総
選
挙
が
執
行
、
最
近
で
は

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の
影
響
に
よ

り
、燃
料
、食
糧
や
希
少
金
属
な
ど
、

今
後
日
本
へ
の
輸
入
等
が
非
常
に
厳

し
く
な
る
。
今
後
の
景
気
の
動
向
に

注
視
し
町
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

■
神
山
町
職
員
数

　
令
和
3
年
度
は
99
名
。
行
政
職
4

名
、
現
業
職
2
名
が
退
職
し
、
新
規

採
用
は
行
政
職
2
名
。
本
年
4
月
1

日
時
点
で
は
、
行
政
職
90
名
、
現
業

職
5
名
の
95
名
と
な
っ
て
い
る
。
昨

年
度
に
引
き
続
き
神
山
つ
な
ぐ
公

社
、
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
へ
そ
れ
ぞ
れ
1
名
出
向
。
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
持
つ
職
員
の
再
任

用
は
、
3
名
採
用
す
る
。

■
新
年
度
の
主
な
事
業

【
総
務
費
】

　
平
成
27
年
度
創
設
さ
れ
た「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
」
を
今
年

度
も
実
施
。

　
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
町
営
バ
ス

か
ら
、
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た
あ
ら
た

な
公
共
交
通
事
業
の
検
討
を
す
る
。

【
民
生
費
】

　

成
年
後
見
制
度
の
拡
充
の
た
め
、

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
役
場
内

に
設
置
し
、
事
業
を
実
施
。

【
衛
生
費
】

　
3
回
目
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
費
用
と
定
期

の
予
防
接
種
と
な
っ
て
い
る
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て

い
く
。

【
地
籍
調
査
事
業
】

　
阿
野
字
長
谷
6
4
4
筆
と
阿
野
字

井
の
谷
3
8
1
筆
、
本
名
6
2
0

筆
を
継
続
。
下
分
字
地
野
4
2
0

筆
、
南
地
野
97
筆
、
京
地
3
0
4

筆
、
阿
野
字
歯
ノ
辻
2
1
7
筆
、
下

地
4
2
1
筆
、
北
馬
喰
草
2
0
4
筆

を
計
画
し
て
い
る
。

【
林
業
関
係
】

　
森
林
基
盤
整
備
事
業
で
、
継
続
し

て
林
道
奥
屋
敷
線
開
設
工
事
と
、
農

山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業
で
、

継
続
し
て
林
道
殿
宮
線
改
良
舗
装
工

事
を
進
め
る
。

【
商
工
費
】

　
神
山
温
泉
の
給
湯
、
空
調
設
備
の

更
新
工
事
、
創
造
の
森
の
広
葉
樹
植

栽
事
業
を
進
め
る
。

【
土
木
関
係
】

　
橋
梁
点
検
、
橋
梁
改
修
、
町
道
の

法
面
落
石
対
策
を
進
め
る
。
法
定
点

検
で
橋
長
15
メ
ー
ト
ル
未
満
の
85
橋

の
点
検
、修
繕
工
事
と
し
て
神
川
橋
、

文
化
橋
、
森
の
前
橋
を
予
定
。
町
道

野
間
殿
川
内
線
法
面
対
策
、
中
津
本

名
線
の
道
路
改
良
工
事
の
設
計
業
務

を
、
中
内
線
、
馬
喰
草
行
者
野
線
の

改
良
舗
装
工
事
、
元
山
線
舗
装
工
事

を
予
定
。

【
消
防
費
】

　

避
難
所
備
蓄
食
料
品
の
入
替
購

入
、
団
員
の
活
動
服
、
手
袋
を
購
入

す
る
。

【
教
育
関
係
】

　
中
学
校
体
育
館
の
建
設
関
連
経
費
、

鬼
籠
野
公
民
館
、生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
、
鬼
籠
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を
進
め
る
。

町長の所信表明・行政報告
令和 4 年 3 月定例会
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令
和
４
年　
第
１
回

　
名
西
消
防
組
合
議
会
定
例
会

歳入歳出それぞれ 2億1,043万円増額 予算総額 69億4,259万円

令和３年度議案第10号 一般会計補正予算（第 7号）

　
第
１
回
定
例
議
会
は
３
月
２
日
石
井
町
議
場
で
開
催
。

　
本
定
例
会
で
は
議
案
２
件
を
審
議
し
、原
案
通
り
可
決
。

　【
議
案
第
１
号
】

　
名
西
消
防
組
合
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る

 

条
例
の
一
部
改
正

　【
議
案
第
２
号
】

　
令
和
４
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般
会
計
当
初
予
算

　　
１
号
議
案
で
は
、
人
事
院
規
則
な
ど
の
一
部
改
正
に
よ

り
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
な
ど
の
取
得
要
件
が
緩
和
さ

れ
た
た
め
の
改
正
。

　

２
号
議
案
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
，３
１
１
万
円
を
可
決
し
た
。

　　
●
神
山
町
分
担
金 

１
億
３
，８
６
７
万
円

　
●
石
井
町
分
担
金 

３
億
１
，３
３
２
万
円

　
●
そ
の
他
収
入 

１
１
２
万
円

特別会計補正予算

国民健康保険特別会計 一般被保険者医療給付費分 他 △ 25 万円

簡易水道事業特別会計 中央配水管布設替工事 他 △ 1,038 万円

介護保険特別会計 居宅介護サービス給付費 他 1,619 万円

後期高齢者医療特別会計 後期高齢者医療広域連合納付金 △ 313 万円

歳　
入

国庫支出金 土木費国庫補助金 社会資本整備総合交付金
（活力創出基盤分） 4,449 万円

総務費国庫補助金 新型コロナウィルス感染症対応
地方創生臨時交付金 1,051 万円

寄附金 総務費寄附金 ふるさと振興事業に対する指定
寄附金 1 億 1,983 万円

歳　
出

総務費 積立金 ふるさと創生事業基金積立金 3 億 3,435 万円

林業総務費 報償費 有害鳥獣駆除報奨金 150 万円

道路新設改良費 委託料
工事請負費

橋りょう改修測量設計委託料
社会資本整備総合交付金事業

4,623 万円
3,430 万円

補 正 予 算
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

3 月定例会

■ 令和 4 年度特別会計当初予算

令和 4 年度当初予算
一般会計

会　計　名
7億9，009万円
4億5，586万円
10億3，004万円

0．3％
79．4％
0．7％

1億2，933万円 3．6％

予　算　額 前年度当初予算対比

一般会計及び特別会計の主な事業

●デジタル田園都市国家構想推進交付金事業委託料
●パソコン機器等購入費(ペーパーレス会議)
●地域おこし協力隊活動委託料
●地方創生推進交付金事業業務委託料(つなぐ公社)
●鮎喰川コモン運営業務委託料
●成年後見制度利用支援助成金
●高齢者等タクシー利用助成事業委託料
●老人ホーム施設改修工事
●小規模飲料水供給施設応援対策補助金
●農業次世代人材投資資金交付金
●地籍調査事業委託料
●森林境界の明確化業務委託料
●工事請負費(林道新設改良費)
●神山温泉施設改修工事
●神山温泉運営交付金
●賃貸住宅管理運営業務委託料(あゆハウス)
●老朽危険空家除却補助金支援事業
●若者定住支援住宅新築等補助金
●消防備品購入費
●スクールバス委託料
●中学校体育館建設工事
●避難所緊急安全対策改修工事(公民館費)
●給食調理・配送業務委託料
●給食材料費

●中央配水管布設替工事(簡易水道)
●下分配水管布設替工事(簡易水道)

歳 入

歳 出

前年度当初予算対比46.9%増加
67億6,800万円を可決

歳 入
67億

6,800万円

歳 出
（目的別）

67億
6,800万円

自主財源
　22億
　7,080万円
　　（33.6％）

依存財源
44億9,720万円

（66.4％）

その他
2億33万円（3.0％）

公債費
4億7，178万円

（7．0％）

教育費
15億
7，400万円

（23．3％）

消防費
2億1，732万円

（3．2％）
土木費
4億3，965万円

（6．5％）

農林水産業費
4億4，909万円（6．6％）

衛生費
3億8，820万円（5．7％）

※1万円未満切捨てしているため合計額一致しません。

民生費
11億
2，436万円

（16．6％）

総務費
19億321万円

（28．1％）

その他
2億7，376万円（4.1％）

繰入金
17億235万円

（25.2％）

その他（5項目）
1億1,274万円

（1.7％）

地方交付税
17億6，835万円（26.1％）

国庫支出金
5億5，106万円

（8.1％）

県支出金
3億3,991万円

（5.0％）

町債
15億6，410万円

（23.1％）

町税 4億905万円（6.0％）

使用料・手数料 4，665万円（0.7％）

1億141万円
283万円
2,095万円
7,462万円
1,540万円
110万円
1,100万円
566万円
1,000万円
900万円
9,450万円
2,306万円

1億1,912万円
6,500万円
2,000万円
1,963万円
320万円
1,500万円
1,122万円
2,121万円

11億6,000万円
614万円
1,936万円
1,394万円

2億1,109万円
4,700万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

3 月定例会

■ 令和 4 年度特別会計当初予算

令和 4 年度当初予算
一般会計

会　計　名
7億9，009万円
4億5，586万円
10億3，004万円

0．3％
79．4％
0．7％

1億2，933万円 3．6％

予　算　額 前年度当初予算対比

一般会計及び特別会計の主な事業

●デジタル田園都市国家構想推進交付金事業委託料
●パソコン機器等購入費(ペーパーレス会議)
●地域おこし協力隊活動委託料
●地方創生推進交付金事業業務委託料(つなぐ公社)
●鮎喰川コモン運営業務委託料
●成年後見制度利用支援助成金
●高齢者等タクシー利用助成事業委託料
●老人ホーム施設改修工事
●小規模飲料水供給施設応援対策補助金
●農業次世代人材投資資金交付金
●地籍調査事業委託料
●森林境界の明確化業務委託料
●工事請負費(林道新設改良費)
●神山温泉施設改修工事
●神山温泉運営交付金
●賃貸住宅管理運営業務委託料(あゆハウス)
●老朽危険空家除却補助金支援事業
●若者定住支援住宅新築等補助金
●消防備品購入費
●スクールバス委託料
●中学校体育館建設工事
●避難所緊急安全対策改修工事(公民館費)
●給食調理・配送業務委託料
●給食材料費

●中央配水管布設替工事(簡易水道)
●下分配水管布設替工事(簡易水道)

歳 入

歳 出

前年度当初予算対比46.9%増加
67億6,800万円を可決

歳 入
67億

6,800万円

歳 出
（目的別）

67億
6,800万円

自主財源
　22億
　7,080万円
　　（33.6％）

依存財源
44億9,720万円

（66.4％）

その他
2億33万円（3.0％）

公債費
4億7，178万円

（7．0％）

教育費
15億
7，400万円

（23．3％）

消防費
2億1，732万円

（3．2％）
土木費
4億3，965万円

（6．5％）

農林水産業費
4億4，909万円（6．6％）

衛生費
3億8，820万円（5．7％）

※1万円未満切捨てしているため合計額一致しません。

民生費
11億
2，436万円

（16．6％）

総務費
19億321万円

（28．1％）

その他
2億7，376万円（4.1％）

繰入金
17億235万円

（25.2％）

その他（5項目）
1億1,274万円

（1.7％）

地方交付税
17億6，835万円（26.1％）

国庫支出金
5億5，106万円

（8.1％）

県支出金
3億3,991万円

（5.0％）

町債
15億6，410万円

（23.1％）

町税 4億905万円（6.0％）

使用料・手数料 4，665万円（0.7％）

1億141万円
283万円
2,095万円
7,462万円
1,540万円
110万円
1,100万円
566万円
1,000万円
900万円
9,450万円
2,306万円

1億1,912万円
6,500万円
2,000万円
1,963万円
320万円
1,500万円
1,122万円
2,121万円

11億6,000万円
614万円
1,936万円
1,394万円

2億1,109万円
4,700万円
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後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

3 月定例会

■ 令和 4 年度特別会計当初予算
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7億9，009万円
4億5，586万円
10億3，004万円

0．3％
79．4％
0．7％

1億2，933万円 3．6％

予　算　額 前年度当初予算対比

一般会計及び特別会計の主な事業

●デジタル田園都市国家構想推進交付金事業委託料
●パソコン機器等購入費(ペーパーレス会議)
●地域おこし協力隊活動委託料
●地方創生推進交付金事業業務委託料(つなぐ公社)
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●高齢者等タクシー利用助成事業委託料
●老人ホーム施設改修工事
●小規模飲料水供給施設応援対策補助金
●農業次世代人材投資資金交付金
●地籍調査事業委託料
●森林境界の明確化業務委託料
●工事請負費(林道新設改良費)
●神山温泉施設改修工事
●神山温泉運営交付金
●賃貸住宅管理運営業務委託料(あゆハウス)
●老朽危険空家除却補助金支援事業
●若者定住支援住宅新築等補助金
●消防備品購入費
●スクールバス委託料
●中学校体育館建設工事
●避難所緊急安全対策改修工事(公民館費)
●給食調理・配送業務委託料
●給食材料費

●中央配水管布設替工事(簡易水道)
●下分配水管布設替工事(簡易水道)

歳 入

歳 出

前年度当初予算対比46.9%増加
67億6,800万円を可決

歳 入
67億

6,800万円

歳 出
（目的別）

67億
6,800万円

自主財源
　22億
　7,080万円
　　（33.6％）

依存財源
44億9,720万円

（66.4％）

その他
2億33万円（3.0％）

公債費
4億7，178万円

（7．0％）

教育費
15億
7，400万円

（23．3％）

消防費
2億1，732万円

（3．2％）
土木費
4億3，965万円

（6．5％）

農林水産業費
4億4，909万円（6．6％）

衛生費
3億8，820万円（5．7％）

※1万円未満切捨てしているため合計額一致しません。

民生費
11億
2，436万円

（16．6％）

総務費
19億321万円

（28．1％）

その他
2億7，376万円（4.1％）

繰入金
17億235万円

（25.2％）

その他（5項目）
1億1,274万円

（1.7％）

地方交付税
17億6，835万円（26.1％）

国庫支出金
5億5，106万円

（8.1％）

県支出金
3億3,991万円

（5.0％）

町債
15億6，410万円

（23.1％）

町税 4億905万円（6.0％）

使用料・手数料 4，665万円（0.7％）

1億141万円
283万円
2,095万円
7,462万円
1,540万円
110万円
1,100万円
566万円
1,000万円
900万円
9,450万円
2,306万円

1億1,912万円
6,500万円
2,000万円
1,963万円
320万円
1,500万円
1,122万円
2,121万円

11億6,000万円
614万円
1,936万円
1,394万円

2億1,109万円
4,700万円
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に
対
す
る
き
ま
り
等
が
あ
る
の
か
。
県

に
対
し
て
の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。
建
物
本
体
は
健
全
で
あ
る

と
思
う
が
、
設
備
に
対
す
る
改
修
を
求

め
る
声
が
あ
り
、
特
に
足
、
膝
、
腰
、

な
ど
の
悪
い
高
齢
者
に
と
っ
て
使
い
勝

手
が
不
便
と
の
声
が
あ
る
。
ま
た
、
神

山
に
訪
れ
道
の
駅
を
利
用
し
て
く
れ
る

お
客
様
に
対
し
て
も
時
代
に
あ
っ
た
設

備
に
取
り
換
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
の
考
え
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
平
成
13
年
8
月
に
開
館
さ
れ
、
施
設

も
古
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
時

代
に
見
合
っ
た
ト
イ
レ
に
改
修
で
き
る

よ
う
県
に
要
望
を
考
え
て
い
る
。

●
質
問
2
●

　

 

住
宅
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
空
き
家
を
改
修
し
て
、
神
山
町
に
定

住
し
よ
う
と
す
る
移
住
者
に
対
し
、
ま

た
町
民
等
に
対
し
て
空
き
家
改
修
及
び

修
繕
に
要
す
る
費
用
を
補
助
す
る
制
度

が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
を
使
っ
て
令
和

3
年
間
で
の
地
区
別
、
移
住
、
利
活
用

し
て
い
る
実
績
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

ま
た
、
現
在
町
内
で
空
き
家
情
報
台
帳

に
記
載
さ
れ
た
戸
数
も
お
た
ず
ね
す
る
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
地
区
別
入
居
実
績
で
広
野
地
区
で
2

世
帯
9
人
、
阿
川
地
区
で
5
世
帯
8
人
、

鬼
籠
野
地
区
で
3
世
帯
5
人
、
神
領
地

区
で
15
世
帯
29
人
、
下
分
地
区
で
10
世

帯
18
人
、
上
分
地
区
で
2
世
帯
4
人
の

合
計
37
世
帯
73
人
で
あ
る
。
空
き
家
台

帳
に
記
載
の
戸
数
は
2
1
0
戸
で
あ
る
。

　
今
後
も
補
助
制
度
を
利
用
し
て
町
内

の
空
き
家
活
用
で
移
住
者
等
の
定
住
に

つ
な
が
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
る
。

●
質
問
3
●

　

 

道
の
駅
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て

　
神
山
町
の
観
光
の
拠
点
で
あ
る
道
の

駅
。
ト
イ
レ
は
県
の
施
設
で
あ
る
と
思

う
が
、
築
20
年
経
過
し
て
い
る
。
改
修

●
質
問
1
●

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

　
町
内
の
医
療
機
関
の
先
生
方
や
医
療

従
事
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
接
種

希
望
者
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
18
歳

以
上
64
歳
ま
で
の
方
の
2
回
接
種
が
完

了
し
、
安
心
し
て
い
た
。
し
か
し
、
第

6
波
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
接
種
が
往
復
は

が
き
等
で
日
程
調
整
が
進
み
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
に
接
種
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
町
内
の
医
療
機
関
に
配
分
さ
れ

た
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と
モ
デ
ル
ナ
社
製

の
ワ
ク
チ
ン
量
の
確
保
状
況
と
接
種
進

捗
状
況
、
ま
た
3
回
目
接
種
完
了
予
定

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
状
況
は
11
月
25
日

に
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
が
6
0
0

人
分
、
そ
の
後
現
在
ま
で
に
1
9
8
6

人
分
、
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
は
1
月

28
日
1
0
5
人
分
が
、
現
在
ま
で
に

1
4
4
0
人
分
を
確
保
し
て
、
町
内
で

接
種
す
る
分
は
十
分
な
量
を
確
保
し

て
い
る
。
接
種
の
進
捗
状
況
は
3
月

15
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

1
7
8
4
人
が
、
64
歳
以
下
は
3
3
9

人
が
接
種
済
み
で
す
。
接
種
完
了
予
定

は
、
65
歳
以
上
は
3
月
中
の
完
了
を
、

64
歳
以
下
は
5
月
上
旬
の
接
種
完
了
を

予
定
し
て
い
る
。

再
問

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
第
6
波
で
子
ど
も

へ
の
感
染
が
拡
が
っ
て
い
る
中
、
5
歳

か
ら
11
歳
の
子
ど
も
へ
の
接
種
に
関
し

て
、
保
護
者
に
対
し
安
全
性
や
有
効
性

に
つ
い
て
正
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う

説
明
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
接

種
時
期
、
接
種
場
所
に
つ
い
て
も
お
伺

い
す
る
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
町
内
で
1
5
6
人
が
該
当
し
3
月
14

日
現
在
9
人
が
接
種
し
て
い
る
。
本
町

で
は
神
山
医
院
が
接
種
医
療
機
関
で
、

保
護
者
へ
の
説
明
は
接
種
券
に
そ
の
内

容
説
明
書
を
同
封
し
、
保
護
者
か
ら
の

相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
説

明
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
感
染
対
策
を
万
全

に
お
こ
な
い
、
一
日
も
早
く
収
束
の
日

が
く
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

森本孝夫 議員

一
般
質
問

道の駅（トイレ）
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●
質
問
1
●

石
井
町
提
案
の
広
域
火
葬
場

整
備
に
つ
い
て

　
板
野
郡
5
町
と
神
山
町
に
提
案
さ
れ

て
い
る
広
域
火
葬
場
整
備
に
つ
い
て
、

神
山
町
は
ど
の
よ
う
な
決
定
を
示
す
の

か
。答

弁

町
長

　
石
井
町
が
提
案
を
さ
れ
て
い
る
板
野

郡
5
町
の
う
ち
、板
野
町
に
つ
い
て
は
、

広
域
火
葬
場
整
備
の
計
画
の
呼
び
か
け

に
参
加
の
意
思
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
4
町
に
つ
い
て
は
、
参
加
し

な
い
と
い
う
よ
う
な
表
明
が
あ
っ
た
。

神
山
町
は
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
と
申
す
の
は
、
徳

島
市
営
の
火
葬
場
か
ら
は
平
成
21
年
4

月
よ
り
受
入
れ
ら
れ
な
い
と
神
山
町
に

対
し
示
さ
れ
た
。
現
在
は
、
徳
島
西
火

葬
場
を
お
願
い
し
て
い
る
。
徳
島
西
火

る
ご
と
高
専
も
本
格
的
に
工
事
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
本
庁
舎
も
改
修
工
事
を
し
て
も

い
い
よ
う
な
場
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

町
産
材
を
使
っ
て
そ
れ
ら
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
に
改
修
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
新
築
さ
れ
る
体
育
館
、
公
民

館
も
含
め
、
町
産
材
を
使
っ
て
木
の

ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
集
合
住
宅
に
も

マ
ッ
チ
し
た
建
物
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
を

お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

町
長

　

こ
こ
5
年
ほ
ど
の
町
産
材
を
使
用

し
た
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
合
計

6
2
3
・
7
立
方
メ
ー
ト
ル
の
町
産

材
の
使
用
が
あ
る
。

　

そ
れ
よ
り
以
前
に
は
こ
の
議
場
も

あ
る
が
、
か
ぎ
り
な
く
公
共
建
築
物

に
つ
い
て
は
、
木
の
ま
ち
で
も
あ
る

の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
使
用
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

町
産
材
の

認
証
制
度
も
あ
り
、
ま
た
移
住
者
や

町
内
在
住
の
町
民
の
方
の
リ
フ
ォ
ー

ム
あ
る
い
は
新
築
等
に
関
す
る
補
助

制
度
も
整
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
木
の
良
さ
を
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
役
場
、 
小
学
校
2
校
や
保
育
所

等
々
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
神
山
町

産
材
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
新
し
く
建
て
ら
れ
る
体
育

館
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
も
ど
う
し
て

も
体
育
館
と
い
う
大
き
な
建
築
物
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
制
約
は
あ
ろ
う

か
と
思
う
が
、
で
き
る
だ
け
神
山
町

の
木
を
使
っ
て
ま
い
り
た
い
と
こ
の

よ
う
に
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

木
を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
内
の
経
済
循
環
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
町
内
に
お
金

が
落
ち
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、

少
し
で
も
林
業
が
活
性
化
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
考
え
方
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
、
ち
ょ
う
ど
地
球
温
暖
化
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
世
界
が

そ
の
よ
う
な
考
え
た
方
に
移
行
し
て

い
る
中
、
ま
さ
に
C
O
2

を
吸
収
す

る
、
森
林
の
価
値
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
高
ま
っ
て
お
り
、
木
を
使
っ
て

い
き
、
山
を
更
新
し
て
い
く
と
い
う

考
え
方
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
と
も
公
共
建
築
あ
る

い
は
民
間
の
建
築
物
に
も
神
山
町
産

材
、
あ
る
い
は
県
産
材
等
を
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
施
策
展
開
を
進
め

て
い
き
た
い
と
、
考
え
て
い
る
。

葬
場
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
の
年
数
を

経
て
、
最
新
の
施
設
と
は
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
状
況
下
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
、
神
山
町
、
あ
る
い
は
周

辺
の
石
井
町
を
含
め
て
実
情
を
み
た
と

き
、
こ
れ
か
ら
特
に
人
口
の
多
い
石
井

町
や
板
野
郡
の
町
々
に
つ
い
て
は
利
用

す
る
件
数
が
増
え
て
く
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。

　
く
わ
え
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
生
確
率
が
30
年
以
内
80
%
程
度

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
発
生
を
想

起
し
た
と
き
、
火
葬
場
が
ど
う
な
る
か

と
い
う
こ
と
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
は
、

3
・
11
東
日
本
大
震
災
の
状
況
を
み
た

と
き
に
、
想
像
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
少
し

で
も
地
震
、
津
波
等
々
の
被
害
が
少
な

い
地
域
に
火
葬
場
は
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
こ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
神
山
町
は

石
井
町
呼
び
か
け
の
広
域
で
の
火
葬
場

設
置
に
つ
い
て
、
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
質
問
2
●

町
産
材
を
使
用
し
た
施
設
改

修
工
事
に
つ
い
て

　

神
山
中
学
校
も
完
成
し
、
神
山
ま

白土義信 議員

一
般
質
問
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な
っ
て
い
な
い
と
は
ど
う
ゆ
う
こ
と

か
。
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
使
用
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
れ

ば
神
山
中
学
校
の
新
築
工
事
の
残
土
処

理
の
問
題
も
発
生
し
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
町
の
見
解
を
求

め
た
い
。

答
弁

建
設
課
長

　
土
地
購
入
後
、
現
在
ま
で
の
残
土
処

理
場
運
用
に
向
け
て
近
隣
住
民
の
方
に

神
山
町
残
土
処
理
事
務
局
が
内
容
説
明

し
て
い
る
。
未
だ
に
住
民
の
了
解
が
得

ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
近
隣
住
民
の

了
解
を
得
ら
れ
た
ら
速
や
か
に
進
め
た

い
。再

々
問

　
町
長
の
任
期
も
5
期
目
が
あ
と
一
年

あ
ま
り
で
任
期
が
終
了
す
る
が
、
こ
の

問
題
は
任
期
中
に
目
途
を
つ
け
て
次
の

任
期
ま
で
引
き
ず
ら
な
い
で
、
今
期
中

に
稼
働
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
弁

町
長

　
青
井
夫
の
公
共
残
土
処
理
場
の
住
民

理
解
の
件
に
つ
い
て
任
期
中
に
解
決
す

る
よ
う
と
い
う
意
見
を
頂
戴
し
た
。
当

然
私
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に
努
力
し
た

い
。

答
弁

町
長

　
危
険
度
が
高
い
所
に
つ
い
て
は
堆
砂

の
除
去
と
い
う
こ
と
等
は
県
に
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ

る
。●

質
問
2
●

神
領
青
井
夫
の
残
土
処
理
場

に
つ
い
て

　
平
成
29
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
こ

の
問
題
を
一
般
質
問
し
た
。
当
時
の
答

弁
で
は
平
成
26
年
の
使
用
開
始
予
定

だ
っ
た
が
近
隣
住
民
の
承
諾
書
は
い
ら

な
い
が
地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
残

土
処
理
場
運
営
に
必
要
な
こ
と
で
利
用

の
目
途
は
た
っ
て
い
な
い
。
購
入
面
積

は
農
地
が
5
，6
6
5
平
方
メ
ー
ト
ル
、

山
林
が
4
，6
2
1
平
方
メ
ー
ト
ル
、

購
入
価
格
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。
農

地
と
山
林
の
坪
単
価
も
あ
わ
せ
て
お
た

ず
ね
す
る
。

答
弁

建
設
課
長

　

坪
単
価
は
、
農
地
4
，5
0
5
円
、

山
林
は
2
，1
7
9
円
で
あ
る
。

再
問

　
貴
重
な
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か

り
し
た
血
税
を
つ
か
い
平
成
26
年
使
用

す
る
予
定
で
購
入
し
た
用
地
が
8
年

経
っ
た
現
在
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

●
質
問
1
●

河
川
の
葦
が
や
に
つ
い
て

　
古
く
か
ら
山
野
に
生
え
る
ス
ス
キ
を

神
山
で
は
カ
ヤ
。
水
辺
に
生
え
る
ヨ
シ

あ
る
い
は
ア
シ
を
ヨ
シ
ガ
ヤ
と
呼
ん
で

化
学
肥
料
が
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
肥
料
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
近
年
全
国
各
地
で
も
台

風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
が

多
発
し
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
神
山
町

で
は
被
害
が
出
る
よ
う
な
洪
水
が
発
生

し
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
複
合
的

な
原
因
に
よ
り
、
鮎
喰
川
や
そ
の
支
流

で
あ
る
谷
川
に
は
、
ヨ
シ
ガ
ヤ
が
生
い

茂
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
タ
バ
コ
の

ポ
イ
捨
て
や
、
た
き
火
の
不
始
末
等
が

原
因
で
火
災
が
発
生
す
る
可
能
性
も
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
神
山
の
よ
う
な
山

間
部
で
は
下
か
ら
上
へ
と
火
が
移
動

し
、
耕
作
放
棄
地
や
手
入
れ
の
さ
れ
て

い
な
い
山
林
へ
と
燃
え
移
り
、
場
所
に

よ
れ
ば
人
家
へ
の
延
燃
も
危
惧
さ
れ

る
。

　
耕
作
放
棄
地
で
あ
れ
ば
所
有
者
が
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
が
一
級
河
川
の
場

合
徳
島
県
が
管
理
と
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
神
山
町
と
し
て
は
こ
の
よ
う

な
放
置
さ
れ
た
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、
今
後
の
対
応
を
お
聞

き
し
た
い
。

新居榮二 議員

一
般
質
問

河川の葦がやの状況
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令
和
４
年
２
月
16
日
（
水
）
15
時
よ
り
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
、
主
催

の
研
修
が
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。演
題
は「
災
害
時
の
議
会
の
役
割
」

の
内
容
で
、
一
般
社
団
法
人
、
危
機
管
理
教
育
研
究
所
の
、
鍵
屋　
一　
氏
に

よ
る
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
議
員
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
を
聞
き
、
災

害
は
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、
避
難
を
す
る

事
が
大
切
で
す
。
想
定
外
の
事
が
お
こ
れ
ば
、
人
は
、
小
学
生
低
学
年
な
み
の

行
動
を
と
り
が
ち
に
な
る
の
で
、
日
頃
か
ら
の
防
災
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
時
に
、
冷
静
な
判
断
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
言
葉
が
一
番

心
に
残
り
ま
し
た
。勝
名
の
議
会
で
も
、勝
浦
議
会
で
は
、議
会BCP

（Business 
Continuity Plan

）が
一
早
く
作
成
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
。
本
町
議
会
も
、

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
で
、
取
り

組
み
を
開
始
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
非

常
に
参
考
に
な
る
研
修
で
し
た
。

　

こ
の
、
研
修
を
い
か
し
、
今
、
ま

さ
に
猛
威
を
ふ
る
う
感
染
症
、
又
、

テ
ロ
行
為
な
ど
の
災
害
対
応
も
ふ
く

め
、
切
磋
琢
磨
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
後
40
年
以
内
に
80
～

90
％
の
確
率
で
お
こ
る
予
想
の
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
で
、
い
ち
早

く
対
応
で
き
、
皆
様
の
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
髙
橋　
義
英
）

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
に
参
加

議員研修

令和４年度
神山中学校体育館建設工事予定地

令和4年
4月現在



議会だより かみやま 12
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
下
分

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
下
分

の
宮
前
橋
で
す
。
こ
の
度
、
メ

の
宮
前
橋
で
す
。
こ
の
度
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
改
修
工
事
が
終
わ

ン
テ
ナ
ン
ス
改
修
工
事
が
終
わ

り
装
い
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

り
装
い
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

高
欄
も
ア
ル
ミ
製
に
変
わ
り
、

高
欄
も
ア
ル
ミ
製
に
変
わ
り
、

橋
台
の
鉄
骨
部
分
も
新
し
く
塗

橋
台
の
鉄
骨
部
分
も
新
し
く
塗

装
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
部
分
も
、

装
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
部
分
も
、

舗
装
工
事
を
や
り
直
し
て
新
設

舗
装
工
事
を
や
り
直
し
て
新
設

の
よ
う
な
橋
に
な
り
ま
し
た
。

の
よ
う
な
橋
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
を
渡
っ
た
先
に
、
下

　

こ
の
橋
を
渡
っ
た
先
に
、
下

分
保
育
所
が
あ
る
の
で
、
朝
夕

分
保
育
所
が
あ
る
の
で
、
朝
夕

は
、
送
り
迎
え
の
車
で
交
通
量

は
、
送
り
迎
え
の
車
で
交
通
量

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
し
だ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
し
だ
れ

桜
の
名
所
、
明
王
寺
が
あ
る
の

桜
の
名
所
、
明
王
寺
が
あ
る
の

で
、
そ
の
時
期
は
、
交
通
誘
導

で
、
そ
の
時
期
は
、
交
通
誘
導

員
が
出
て
整
理
に
当
た
っ
て
も

員
が
出
て
整
理
に
当
た
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
新
緑
の
季
節
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
新
緑
の
季
節
で
す
。

渡
っ
た
所
の
大
楠
と
、
大
鳥
居

渡
っ
た
所
の
大
楠
と
、
大
鳥
居

が
一
段
と
綺
麗
に
見
え
る
時
で

が
一
段
と
綺
麗
に
見
え
る
時
で

す
。
下
分
に
来
た
時
に
は
、ゆ
っ

す
。
下
分
に
来
た
時
に
は
、ゆ
っ

く
り
と
宮
前
橋
を
渡
っ
て
み
て

く
り
と
宮
前
橋
を
渡
っ
て
み
て

下
さ
い
。

下
さ
い
。

��

（
白
土　

（
白
土　
義
信
義
信
））

議
会
の
動
き

■
5
月

30
日　
議
長
・
副
議
長
研
修
会

■
6
月

中
旬　
議
会
運
営
委
員
会

中
旬
～
下
旬

　
　
　
６
月
定
例
会

　

令
和
４
年
４
月
８
日
、
神
山
中
学
校

新
校
舎
に
初
登
校
の
様
子
で
す
。

　

登
校
す
る
生
徒
は
、
綺
麗
と
か
凄
い

な
ど
友
達
と
話
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
登

校
し
て
い
ま
し
た
。　
新
校
舎
の
中
は
、

神
山
の
桧
を
腰
壁
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
沢

山
使
用
し
て
い
る
の
で
、
桧
の
い
い
匂

い
が
し
て
い
ま
す
。

�
（
髙
橋　
義
英
）

編
集
後
記

　

春
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
く
中
、
令
和
4
年
神
山

町
3
月
定
例
会
が
お
こ
な
わ
れ
、

令
和
4
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
を
含
む
22
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
中
に
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
激

化
し
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全

が
損
な
わ
れ
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
神
山
町
議
会
と
し

て
も
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
を
表

明
し
、
一
日
も
早
い
平
和
解
決

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
は
じ
ま
り
3
度
目
の
春
を

む
か
え
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
治
療
薬
の
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
マ
ス
ク
を
は
ず
す

日
常
が
早
く
お
と
ず
れ
る
よ
う
、

今
は
感
染
対
策
を
し
て
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

（
志
甫　
　
守
）

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

神山の

風 景
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